
広 汎 性 発 達 障 害
コミュニケーション能力や社会性に関して
特性が見られる発達障がいの総称です。
自
じ

閉
へい

症
しょう

やアスペルガー症候群などがあり
ます。

自 閉 症
表情やしぐさから相手の気持ちを読み取るのが苦手、パ
ターン化した行動を取ることなどが特性です。また、言葉
の発達の遅れや、特定の物事への強いこだわりも見られま
す。急に予定が変更となったときや初めて行く場所では不
安を感じ、動けなくなったり、突然大きな声を出してしまっ
たりすることがあります。

ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群
自閉症と同様にパターン化した行動を取る、コミュニケー
ションを取ることがとても苦手などの特性が見られます。
明らかな言葉の発達の遅れは伴いませんが、はっきり止め
られないと話し続けてしまう場合があります。

並び方が
いつもと違う！

日常的にさまざまな困難がある一方、周りの人からは気付かれ発達障がいは れにくい障がいです。
今回の特集では、発達障がいの特性や配慮の方法などを紹介今 します。
なお、発達障がいは一人一人違う特性がある多様な障がいでであり、
紹介する特性の例が、全ての方に当てはまるものではありません。

監修：札幌市自閉症・発達障がい支援センター「おがる」発達障がい支援センター「おがる」

詳細 障がい福祉課 211-2936

「発達障がい」って
何だろう？

※障がいの種類は世界保健機関（ＷＨＯ）が定める国際疾病分類（ICD-10）に基づいて記載しています
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注 意 欠 陥 多 動 性 障 害
（ Ａ Ｄ / Ｈ Ｄ ）

学 習 障 害（ Ｌ Ｄ ）

気が散りやすく集中ができない、じっとしていること
が苦手、考えるよりも先に動いてしまうことなどが特
性です。大切な予定を忘れてしまうことや物をなくして
しまうことが多く、同じ間違いを繰り返してしまうこと
もあります。

知的発達の遅れや視聴覚障がいが原因ではなく、聞
く、話す、読む、書く、計算するなどの特定の能力を学
んだり、行ったりすることが極端に苦手です。読み書
きや計算をするのに、とても時間がかかったり、よく
間違えたりしてしまいます。

この３つのほか、本人が意図しない体の動きや発声をしてしまうトゥ
レット症候群、単語の一部を繰り返したり、伸ばしたりしてしまい滑
らかに話すことができない吃

きつ

音
おん

（症）なども発達障がいに含まれます。

注
（ 

学

気
が
性
しま
もあ

あ！
赤い車赤い車が走ってる！

き
れ い なな

は

な

発
達
障
が
い
と
は
？

ど
ん
な
種
類
が
あ
る
？

　

生
ま
れ
な
が
ら
に
、
脳
機
能
の
発
達

の
仕
方
に
差
が
あ
る
障
が
い
で
す
。
決

し
て
、
保
護
者
の
育
て
方
や
本
人
の
努

力
不
足
、
心
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
集
中
す
る
こ

と
な
ど
を
苦
手
と
し
ま
す
が
、
得
意
な

分
野
で
は
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
種
類
と
し
て
、
広こ
う

汎は
ん

性せ
い

発

達
障
害
、
注ち

ゅ
う

意い

欠け
っ

陥か
ん

多た

動ど
う

性せ
い

障
害(

Ａ

Ｄ
／
Ｈ
Ｄ)

、学
習
障
害(

Ｌ
Ｄ)

が
あ
り
、

広
汎
性
発
達
障
害
と
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
で
は
、
知
的
発
達
の
遅
れ
を
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
ご
と
の
特

性
が
少
し
ず
つ
重
な
り
合
っ
て
表
れ
た

り
、
年
齢
や
環
境
に
よ
り
目
立
つ
特
性

が
違
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ど

の
障
が
い
か
を
明
確
に
診
断
す
る
の
が

難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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相手の特性に応じた適切な対応をすることで、
発達障がいのある方が本来持つ力を引き出すこともあります。

ここでは、４つの事例から適切な対応を考えます。

言葉だけの指示、曖昧な指示が
理解しづらいことも

具体的に、
目で見て分かるように伝える

曖昧な表現は避け、具体的に伝えましょう。特に、
広汎性発達障害の特性のある方の多くは視覚的な
情報の方が理解しやすいともいわれます。この場合
は、見本を使って説明するのが適切な対応です。

ち
ょ
っ
と
、

塗
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
!

こ
の
ク
リ
ー
ム
、

ケ
ー
キ
に
適
当
に

塗
っ
て
お
い
て

あ
…
。
は
い
…

Aさんは、先輩の「適当に」という曖昧な表現に戸惑いました。
具体的にどのくらいの量を塗るのか理解できず、必要以上にク
リームを塗ってしまいました。

適切な
対応

Aさん

状況を読み取るのが
苦手なことも

ルールははっきりと伝える

遠回しに言うのではなく、してはいけない事やその
場に合わない事、ルールは具体的に伝えることが大
切。この場合は、「職場では長いズボンをはいてくだ
さい」などと伝えるのが適切な対応です。

な
ん
で
み
ん
な

こ
の
暑
い
中
、
長
い
ズ
ボ
ン
を

は
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
…

半
ズ
ボ
ン
、

涼
し
そ
う
で

い
い
ね
…

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

Bさんは「この職場では半ズボンははかない」という暗黙のルー
ルや、上司の「いいね」という皮肉を理解することができません
でした。

適切な
対応

事例で特性を知ろう

Bさん

特性❶特性❷
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発達障がいのある方と接する時のポイントを、職場
や学校、子育てなどのそれぞれの場面ごとに、マン
ガでまとめた「虎の巻」を作成しています。ホーム
ページから、ぜひご覧ください。

「虎の巻」、読んでみませんか？
ホームページ

予想外のことに驚き、
かんしゃくを起こすことも

むやみに叱らず、
少しの時間待ってみる

むやみに叱るよりも少しの時間待つことで、早く気
持ちが落ち着く場合があります。周囲の人も、「なぜ
保護者は叱らないんだ」と思わずに温かく見守るこ
とで、保護者の気持ちも楽になります。

公
園
に

行
く
の
！

こ
の
道
か
ら
は

公
園
に
行
け
な
い
の
。

仕
方
が
な
い
で
し
ょ
！

今
日
は
天
気
も
い
い
し
、

い
つ
も
の
公
園
に
行
こ
う
か

公園へ行く時にいつも通る道が、ある日突然通行止めになって
いました。驚いたCさんは、公園に行けなくなったと思い込み、
かんしゃくを起こしてしまいました。

忘れ物をしがちなDさん。先生のアドバイス通りにメモを取り、前
日のうちにお父さんと準備することで絵の具を忘れずに持ってく
ることができました。先生はその成果を具体的に褒めています。

適切な
対応

メモを取ってかばんの目立つ場所に付けるなど、
本人に合った工夫を促すことが大切です。また、
成果が出た時には、時間を置かずに具体的に褒め
ることが本人の自信につながります。

メモ帳を活用するなどの工夫を。
しっかり褒めることも大切

適切な
対応

Cさん

特性❸特性❹

忘れ物が
多いことも

ち
ゃ
ん
と

絵
の
具
を
持
っ
て
き
て

え
ら
い
ね
！

今
日
の

う
ち
か
ら

準
備
し
て

お
こ
う
ね

そ
う
だ
ね
！

う
れ
し
い
！

次
も
き
っ
と

忘
れ
な
い
よ

Dさんのお父さん

を

明
日
は
忘
れ
物
を

し
な
い
よ
う
に

メ
モ
を
取
っ
て

つ
所

かか
ば
ん
の
目
立
つ

かか
ば

に
付
け
付
け
て
ね
！

付
け
付
け Dさんの

先生

学校にて

帰宅後

翌日

Dさん
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「発達障害者支援法」などに基
づいて設置された機関。発達障
がいのある子どもや成人の方へ
の支援体制を整えていくことを
業務としています

おがる」とは？「お札幌市
自閉症・発達障障障がい
支援センター「おおおがる」

坂
さか

井
い

センター長

専門家にお聞きしました

発達障がいの特徴として、できる事とできな
い事の差が大きいこと（発達の凸

でこ

凹
ぼこ

）が挙げ
られます。例えば、勉強はとてもできるけれ
ど人との会話は極端に苦手ということもあり
ます。周囲の人は、できるところが見える分、
極端にできないところを目の当たりにする
と、「そんなはずはない」「頑張りが足りない」
などと思ってしまいがちですが、発達の凸凹
がある人もいるということを理解することが
大切です。

発達障がいを正しく理解した上で、次に「ど
う配慮するか」について考えていきます。例
えば、伝えたい事が伝わらないときは、同じ
事を繰り返し伝えるのではなく、伝え方を変
えてみることでその人に合った伝え方の「こ
つ」が見つかるはずですよ。

こ
の
書
類
、

も
う
少
し
し
っ
か
り
かか

ま
と
め
て

ちょっと抽象的
だったかな。

もう一度、具体的に
説明してみよう

学習力

会話力平均的

得
意

不
得
意

発達の凸凹の例

集中力

社会力

発達障がいを
理解する難しさ

周囲の人たちの
心がけ
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特に子どもの場合、できるだけ早く発達障が
いがあることに気付き、「分かる」「できる」経
験を積み重ねることで、自己肯定感を高めた
り、発達や学びを促進したりすることも期待
できます。保護者にとっては、早期に子ども
の特性を知ることで、養育への適切な助言を
受け、子どもとより良好な関係を築くことが
できます。

まずは、普段の生活状況をよく知る身近な人
に相談しましょう。例えば、保護者は子ども
の通う保育園や学校の先生、働いている本人
であれば職場の上司などが考えられます。ま
た、本人の身近にいる人と一緒に相談窓口に
相談できると、学校での様子を踏まえた自宅
での子どもへの接し方をアドバイスしたり、
職場での様子の聞き取りから、担当業務の見
直しを会社に提案したりするなど、相談員が
状況に応じたより具体的な支援を行えること
もあります。

配布場所 区役所（１ページ）、市役所３階
障がい福祉課、ホームページ

障がいのある人などに対する偏見を
なくし、理解を深める心のバリアフ
リー。本ガイドでは、さまざまな障
がいの特性や困り事、配慮の方法を
解説しています。

「心のバリアフリーガイド」を配布しています

身近に相談できる人がいない場合は、区
役所（１ページ）の保健福祉課にご相談を

▲ 相談窓口はこちら

※下記は一例です。他にもさまざまな特性が見られます

発達障がいに気付くポイント

● コミュニケーション
　 場にそぐわない言動をしてしまう
　 曖昧な表現が分かりにくい
　 自分が知っている事は全部伝えたい　など

● 興味・関心
　 狭く深く知ることが得意
　 いつもと違う事があると不安　など

● 感覚
　 触覚・聴覚・嗅覚・視覚などが極度に過敏、
　 もしくは鈍い
　 不器用さが目立つ　など

● 多動衝動
　 思い付いたら即行動する
　 話し出したら止まらない
　 何かをしている方が落ち着く　など

できるだけ早くに
気付くことが大切

どこに相談する？

障がいの有無に関わらず、みん
ながより暮らしやすい街になる
ように、今日から私たち一人一
人の意識を変えてみませんか。 ホームページ
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